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結 果 の 概 要

１．人口総数

奈良県の人口は１４３万人

平成１７年１０月１日の推計人口による本県の人口は１，４２５，２２９人で全国総人口の約１．１

％を占めている。［平成１７年国勢調査速報結果による人口は１，４２１，３６７人］

大正９年の第一回国勢調査の人口は５６４，６０７人であり、８５年前と比べると約２．５倍になって

いる。

（統計表第１表参照）

図１　毎年１０月１日の人口及び人口増加率の推移
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市部人口は全体の７５．９％を占める

人口の分布状況を市部・郡部別に見ると、市部が１，０８２，０４０人、郡部が３４３，１８９人で、市

部が全体の７５．９％を占めている。

市町村別人口規模が大きいのは、奈良市、橿原市、生駒市の順となり、逆に小さいのは、野迫

川村、上北山村、黒滝村の順となっている。 （統計表第１表参照）

［平成１７年国勢調査速報結果では、市部が１，０７８，９５５人（７５．９％）、郡部が３４２，４１２人

（２４．１％）となる。］（統計表特掲第１１表参照）

表１．人口規模の市町村順位

大きい市町村 小さい市町村

順位 市 町 村 名 人口（人） 構成比％ 市 町 村 名 人口（人） 構成比％

１ 奈 良 市 ３７０，６４１ ２６．０１ 野 迫 川 村 ７２２ ０．０５

２ 橿 原 市 １２５，３０７ ８．７９ 上 北 山 村 ７９６ ０．０６

３ 生 駒 市 １１４，０２４ ８．００ 黒 滝 村 １，０３６ ０．０７

４ 大和郡山市 ９２，２０９ ６．４７ 下 北 山 村 １，１８７ ０．０８

５ 天 理 市 ７１，５２４ ５．０２ １，７９５ ０．１３天 川 村

２．人口動態

１年間の人口増加数は、△４，７４０人、増加率は△０．３３％

平成１６年１０月１日からの１年間の人口動態を見ると、４，７４０人の減少、増加率は△０．３３％

と、前年の△０．３２％とほぼ同様の結果となった。

なお、自然増加率は前年を０．１０ポイント下回る△０．０３％に、社会増加率は前年を０．０８ポ

イント上回る△０．３２％となった。また、外国人増加数は前年の１３１人から２６２人となった。

人口動態を月別に見ると、自然増加は平成１６年１０月の１４３人が最高であり、社会増加は人

口移動時期である平成１７年４月以外はすべて減少となっている。
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増加数 △４，７４０人

自然増加 △３５９人

出生 １１，３８４人

死亡 １１，７４３人

社会増加 △４，６４３人

転入 ３０，５１０人

転出 ３５，１５３人

外国人増加 ２６２人

表２．人口動態 （単位：人）

外国人

率％ 率％ 率％ 増加

昭和61年 1,319,760 14,894 1.14 6,006 0.46 8,875 0.68 13

昭和62年 1,336,256 16,496 1.25 5,749 0.44 10,603 0.80 144

昭和63年 1,353,193 16,937 1.27 5,496 0.41 11,093 0.83 348

平成元年 1,370,135 16,942 1.25 4,946 0.37 11,997 0.89 △ 1

平成２年 1,375,481 13,993 0.39 4,271 0.31 9,295 0.68 427

平成３年 1,387,442 11,961 0.87 4,192 0.30 7,067 0.51 702

平成４年 1,399,276 11,834 0.85 3,956 0.29 7,296 0.53 582

平成５年 1,411,258 11,982 0.86 3,721 0.27 7,994 0.57 267

平成６年 1,420,196 8,938 0.63 3,833 0.27 5,030 0.36 75

平成７年 1,430,862 11,326 0.75 3,561 0.25 7,546 0.53 219

平成８年 1,439,252 8,390 0.59 3,742 0.26 4,480 0.31 168

平成９年 1,444,340 5,088 0.35 3,432 0.24 1,547 0.11 109

平成10年 1,447,134 2,794 0.19 3,501 0.24 △ 876 △ 0.06 169

平成11年 1,449,138 2,004 0.14 2,725 0.19 △ 630 △ 0.04 △ 91

平成12年 1,442,795 475 0.03 2,852 0.20 △ 2,337 △ 0.16 △ 40

平成13年 1,440,920 △ 1,875 △ 0.13 2,590 0.18 △ 4,969 △ 0.34 504

平成14年 1,437,611 △ 3,309 △ 0.23 2,149 0.15 △ 5,380 △ 0.37 △ 78

平成15年 1,434,576 △ 3,035 △ 0.21 1,251 0.09 △ 4,212 △ 0.29 △ 75

平成16年 1,429,969 △ 4,607 △ 0.32 960 0.07 △ 5,698 △ 0.40 131

平成17年 1,425,229 △ 4,740 △ 0.33 △ 359 △ 0.03 △ 4,643 △ 0.32 262

平成２・７・１２年の人口は国勢調査確定値であり、増加数（増加率）とは関係しない。

社会増加
年　　次 人口

対前年増加数 自然増加
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表３．　　月別人口動態

外国人

出生 死亡 自然増加 転入 転出 社会増加  増加

平成１６年

１０月 △ 35 980 837 143 2,136 2,344 △ 208 30

１１月 △ 140 1,005 1,031 △ 26 2,188 2,295 △ 107 △ 7

１２月 17 939 950 △ 11 2,220 2,236 △ 16 44

平成１７年

１月 △ 703 1,024 1,255 △ 231 1,639 2,109 △ 470 △ 2

２月 △ 818 881 1,149 △ 268 1,804 2,389 △ 585 35

３月 △ 2,451 955 1,145 △ 190 5,342 7,589 △ 2,247 △ 14

４月 895 849 930 △ 81 4,911 3,995 916 60

５月 △ 438 947 992 △ 45 2,173 2,544 △ 371 △ 22

６月 44 939 855 84 1,975 2,112 △ 137 97

７月 △ 222 883 782 101 1,948 2,361 △ 413 90

８月 △ 295 1,033 957 76 2,264 2,584 △ 320 △ 51

９月 △ 594 949 860 89 1,910 2,595 △ 685 2

計 △ 4,740 11,384 11,743 △ 359 30,510 35,153 △ 4,643 262

年    月 増加総数
自然動態 社会動態
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図２．月別自然動態
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図３．月別社会動態
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人口増加数は生駒市が最多で１，００６人

この１年間で人口が増加したのは３市４町、減少したのは８市１４町１３村であった。

１年間の人口減少数４，７４０人のうち、市郡部別に見ると、市部が２，６９８人の減少、郡

部２，０４２人の減少となった。

また、市町村別にみると、増加数の多いのは生駒市、香芝市、広陵町、減少数の多いのは奈

良市、大和高田市、大和郡山市の順になっている。（統計表第１表参照）

表４．人口増加数の市町村順位

多い市町村 少ない市町村

順位 市 町 村 名 増加数（人） 市 町 村 名 増加数（人）

１ 生 駒 市 １，００６ 奈 良 市 △１，１４４

２ 香 芝 市 １，００１ 大和高田市 △８１９

３ 広 陵 町 ３２５ 大和郡山市 △８１４

４ 葛 城 市 ２０１ 御 所 市 △５９４

５ 三 郷 町 ６５ 五 條 市 △５４３

人口増加率は香芝市が最高で１．４３％

市町村別の人口増加率は香芝市が最も高く、１．４３％であった。

次いで広陵町１．００％、生駒市０．８９％となった。

逆に、増加率が最も低いのが上北山村△６．１３％で、次いで天川村△４．３７％、黒滝村

△３．９９％の順になっている。 （統計表第１表参照）

表５．人口増加率の市町村順位

高い市町村 低い市町村

順位 市 町 村 名 増加率（％） 市 町 村 名 増加率（％）

１ 香 芝 市 １．４３ 上 北 山 村 △６．１３

２ 広 陵 町 １．００ 天 川 村 △４．３７

３ 生 駒 市 ０．８９ 黒 滝 村 △３．９９

４ 葛 城 市 ０．５７ 川 上 村 △３．４９

５ 三 郷 町 ０．２８ 吉 野 町 △３．１４
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３．人口密度

県人口密度は３８６．１人／Ｋ㎡

平成１７年１０月１日の推計人口による本県の人口密度（１平方キロメートル当たり人口）

は３８６．１人であった。市・郡部別では、市部が１，０５６．１人、郡部が１２８．７人となっている。

次に市町村別の人口密度をみると、最も高いのが大和高田市の４，２７８．０人で、次いで上牧

町、王寺町の順になっている。

また、最も低いのは上北山村の２．９人で、最も高い大和高田市の約１，４７５分の１になってい

る。 （統計表第１表参照）

表６．人口密度市町村順位

高い市町村 低い市町村

順位 市 町 村 名 人／ｋ㎡ 市 町 村 名 人／ｋ㎡

１ 大和高田市 ４，２７８．０ 上 北 山 村 ２．９

２ 上 牧 町 ４，０２０．０ 野 迫 川 村 ４．７

３ 王 寺 町 ３，２６２．７ 十 津 川 村 ６．６

４ 橿 原 市 ３，１７０．７ 川 上 村 ７．９

５ 香 芝 市 ２，９３０．３ 下 北 山 村 ８．９
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４．人口性比（女子１００人に対する男子の数）

県人口の性比は９１．０８

本県の男女別人口は、男子６７９，３６１人、女子７４５，８６８人で、女子の方が６６，５０７人多く、

人口性比は９１．０８であった。

人口性比の推移をみると、第１回国勢調査のあった大正９年から昭和１０年にかけて、全国で

は１００を超えていたが、昭和１５年国勢調査以降は１００を割っている。本県は一貫して１００未満

であり、女子の人口の方が男子より多い。

また、市町村別にみると、野迫川村が最も高く１１０．５０で、十津川村１０４．３９、川上

村１０３．１５と続きこの３村のみ１００を超えている。一方、最も低いのは室生村の８６．３２となって

いる。

（統計表第１表参照）

図６．人口性比の推移
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５．世 帯

本県の世帯数は５４万１千世帯、１世帯当たりの人員は２．６３人

平成１７年１０月１日現在の、本県の住民基本台帳及び外国人登録による世帯数

は、５４０，９８８世帯で、前年より５，０７８世帯、率にすると０．９５％増加した。

また、１世帯当たりの人員は２．６３人で前年より０．０４人減少した。

１世帯当たりの人員を市町村別にみると、山添村の３．４０人が最も多く、以下広陵町３．１４人、

明日香村３．０２人、大宇陀町２．９９人、菟田野町２．９７人と続き、逆に最も少ないのは、下北山

村の１．７９人で、以下川上村２．０５人、上北山村２．０８人、東吉野村２．１８人、十津川村２．１８

人と吉野郡に集中している。

（統計表第５表参照）

図７．世帯数・１世帯当り人員の推移
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６．人口移動（県外）

県外との移動者数は４，６４３人の転出超過

平成１６年１０月１日から１年間に県外から転入してきた人は３０，５１０人、県外へ転出した人

は３５，１５３人であった。

奈良県では、昭和４０年の奈良県推計人口調査が始まって以来転入超過が続き、平成１０年に

初めて転出超過に転じ、平成１７年も引き続いて４，６４３人の転出超過となった。

都道府県別では、大阪府の８５人を最高に、１４の府県からの転入超過となっており、京都府、

東京都、兵庫県の順に、３２の都道府県への転出超過となっている。（統計表第８表参照）

図８．本県と全国ブロック別移動状況
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表７．本県と近畿５府県との移動状況

構成比％ 構成比％ 構成比％

滋 賀 県 563 3.3 725 3.8 △ 162 8.7

京 都 府 2,493 14.4 3,764 19.7 △ 1,271 68.2

大 阪 府 11,308 65.5 11,223 58.7 85 △ 4.6

兵 庫 県 2,201 12.8 2,657 13.9 △ 456 24.5

和 歌 山 県 693 4.0 754 3.9 △ 61 3.3

計 17,258 100.0 19,123 100.0 △ 1,865 100.0

府 県 名
本県への転入 本県からの転出 転入超過数
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７．人口移動（県内）

県内市町村間移動者数は２２，４８３人

平成１６年１０月１日から１年間の県内市町村間の移動者数は２２，４８３人で、前年と比べ７３１

人減少した。

また、市町村間の転入転出者の状況をみると、転入超過は４市９町で、転出超過は７市９町１３

村であった。転入超過数及び転出超過数の主な状況は、次表のとおりである。

（統計表第６表参照）

表８．県内市町村間移動の状況

多い市町村 少ない市町村

順位 市 町 村 名 増加数（人） 市 町 村 名 増加数（人）

１ 奈 良 市 ４２８ 大和高田市 △２９５

２ 広 陵 町 ３６６ 大和郡山市 △２３５

３ 香 芝 市 ３５７ 御 所 市 △２０８

４ 葛 城 市 １９９ 五 條 市 △１５８

５ 生 駒 市 １４７ 天 理 市 △１５０

図９．県内市町村間移動者の推移
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